[故障 か な ?」 と 思っ た ら (不調 診断 ) py 有り 
< 現象 〉 < 設置 面 が 水平 で ちる の に ガタ ガタ する 。 『 洛 司 
点検 する 信 』 各 置 の し か た 0 
還る 還 席 SEー この た び は 本 製品 を 、 お 買い 上 げ い た だ きま し て 


イト が 申 が Hh ボ バ へ で 
踏 台 の 支柱 が 曲がっ て いま せん か 。 が っ て いる 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て く あり が と う ご ざ いま す 。 


特に 、 下 部 に 曲がり や ね じ れ は あり ませ ん か 。 だ さい 。 

四 この 取扱 説明 書 は 、 本 製品 の 使い か た と 使用 上 の 
滑り 上 上 め キ ャ ッ プ (支柱 端 具 ) が 外れ た り 、 す 外れ た り 、 す り 減 っ たり し て いる 場合 は 、 使 わ 注意 事項 に つい て 記載 し て いま す 。 
り 減っ た り し て いま せん か 。 な いで くだ さい 、。 (弊社 まで ご 相談 くだ さい 。 ) ご 使用 前 に は 必ず 、 この 取扱 説明 書 を よく お 読み 


いた だ き 、 事 故 が 起こ ら な いよ う 、 内 容 に し た が っ 
また 、 お 読み に な っ た 後 も 、 こ の 取扱 説明 書 を すぐ 
に 取り 出せ る 所 へ 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 


< 現象 > * 踏 合 が スム ー ズ に 開閉 で き な い 。 
点検 する 箇所 処置 の し か た 


ヒン ジ (回 転 軸 ) 部 の ゆる みや 、 大 き な ガ タツ ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 
キ が あり ませ ん か が 。 


開き 止め 金具 (開き 止め 装置 ) の 変形 や 取り ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 
付け 部 の ゆる み 、 ガ タツ キ が あり ませ ん か 。 


ヒン ジ (回 転 金具 ) や 開き 止め 金具 (開き 止 サビ 付い て いる 場合 は 、 回 転 部 に 注油 し て く 
め 装 置 ) が サビ 付い て いま せん か 。 だ さい 。 
機能 が そこ な われ る よう な 、 い ち じ る し い サ 
ビ 付 き が ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て く 
だ さい 。 


人 


人 @ 貴 台 は 、 正 し く 使わ れ て いな いと 転倒 や 転 
落 の 危険 が あり ます 。 お 使い に な る と き は 、 
踏 台 の 安定 し た 状態 を 確認 し て くだ さい 。 

人 中 台 は 、 昇 降 面 の 左右 方 向 に 転倒 し や す 
い の で 、 十 分 注意 し て お 使い くだ さい 。 


@⑯ こ の 取扱 説明 書 に 書か れ た 使い か た 以外 
の 使用 方 法 や 注意 事項 を 守ら ず に 、 事 故 
を 起こ され て も 責任 を 負い か ね ます の で 
ご 了承 くだ さい 。 


曹 和仁 
ー、 製品 に 異常 が めった 場合 、 自 分 の 判断 で 、 手 直し や 補修 は 絶対 に し な いで くだ 
〇 ① さい 。 一 度 変形 し た 本 体 や 金具 は 、 い ち じ る し く 強 度 が 落ち て お り 、 手 直し し て 


奈 エ も 本 体 や 金具 の 破損 が 起こ り 、 転 倒 や 転落 に よる 人 身 事故 の 原因 に な り ま す 。 
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2012012-FS-E 


証 計 上 


表示 マー ク に つい て 


取扱 説明 書 や 製品 の ラベ ル に 記載 され て いる 
/N マ ー ク 付き の 説明 は 、 安 全 上 、 特 に 重要 な 
項目 で すか ら 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


人 N 劉 険 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 亡 や 
重大 な 事故 が 生じ る 危険 が 極め て 大 きい こと 
を 示し ます 。 


合 科 人 に 
上 叶 一 」 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 亡 や 
傷害 事故 が 生じ る 危険 が あめ る こと を 示し ます 。 


トー キー コ 
/ 注 意 
記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 け が や 
製品 が 破損 する 恐れ が ある こと を 示し ます 。 
※ 破 損し た まま で 使用 し ます と 、 転 倒 や 転落 に 
よる 傷害 事故 の 原因 に な り ま す 。 


禁止 
この マー ク は 、 禁 止 ( し て は いけ な いこ と ) を 示 
し ます 。 


強制 
この マー ク は 、 強 制 (必ず すず る こと ) を 示し ます 。 


ぐ 絵 表示 に つい て > 

警告 表示 の 要点 が 一 目 で 理解 で きる よう に 、 警 
告 ラ ベル の 中 で 絵 表 示 を 使用 し て いま す 。 絵 
表示 に は 下記 の 意味 が あり ます 。 


プ ] 感電 注意 
持ち 運び や 移動 設置 時 に 、 配 電線 に 触れ る と 
感電 し て 危険 で わる こと を 示し ます 。 


『] 可動 部 や 回 転 部 で 
" 窟 | 手 を は さま な いよ う 注 意 


踏 台 を 開閉 する と き に 、 可 動 部 や 回 転 部 な ど 
で 手 を は さむ 恐れ が ある こと を 示し ます 。 


補 | 大 板 の 上 で 爪先 立ち 
人 | する こと 禁止 
天 板 の 上 で 爪先 立ち する と 、 身 体 の バラ ンス 


を くず し て 、 転 倒す る 危険 が め る こと を 示し ます 。 


イネ ia 

左右 方 向 転倒 に 注意 

バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 恐れ が ある 
こと を 示し ます 。 


ーー 1 


将 部 の な まえ 


く (両面 式 踏 台 〉 ヒン ジ 天 板 
本 体 表示 ラベ ル 使用 上 の 注意 ラベ ル 
人 危険 警告 ラベ ル (ラベ ルナ ン バ ー:C 一 3ー 〇 


(ラベ ルナ ン バ ー:Cー1 一 〇 ) 


使用 上 の 注意 ラベ 
(ラベ ルナ ン バ ー:ALC 一 50 一 〇 ) 


で 


滑り 止め キャ ッ プ (支柱 端 具 ) 


Wh 


ao と | Pana で 図 華 | の Fmrea| >. 尼 
欄 2 | OO DP 回 NH | ass 


時 


く 上 わく 付き 踏 台 > 


人 警告 ラベ ル 
(ラベ ル 


使用 上 の 注意 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:ALC-50 一 〇 ) 


| 


開き 止め 金 


\ 
パ 


図 
便 
E 


本 体 表示 ラベ ル 


人 危険 警告 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:Cー-1 一 〇 ) 


使用 上 の 注意 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:C 一 3 一 〇 ) 
裏面 貼付 ) 

「 


踏 ざ ん 


EE ORn 際 W 由 | !|| の Fwes|、x 
商 | 3 が NRTO ID トド | 


人 へ 斗 告 ラ ベル 


滑り 止め キャ ッ プ (支柱 端 具 ) 


支柱 


※1. ラ ベル を 取り 寄せ る と き は 、 ラ ベル ナン バー を ご 連絡 くだ さい 。 
ら . ラ ベル ナン バー は 、 ラ ベル の 右 下 に 記載 され て いま す 。 
3. ラ ベル ナン バー の 〇 は 改訂 ナン バー で す 。 性 


音 部 の 名 前 


《 片 面 式 貴 台 > 


天 板 (開き 止め 装置 兼 


滑り 止め キャ ッ プ (支柱 


1 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ きた いこ と 


使用 上 の 注意 ラベ ル 


(ラベ ルナ ン バ ー:C 一 3ー 〇 ) 


人 警告 ラベ ル 


ラベ ルナ ン バ ー:Cー ら 一 〇 ) 


(ラベ ルナ ン バ ー:Cー3ー 〇 


受 材 

本 体 表 示 ラ ベル 

後 支柱 
の 
分 
る 衣 
角 
人 警告 ラベ ル コ 
(ラベ ルナ ン バ ー:C 一 2ー 〇 し 
ここ に 足 を の せ た り | ま 
告 時 を か ける こと 禁止 ユ ツ ' に 
る 
條 危険 警告 ラベ ル | 蔽 
(ラベ ルナ ン バ ー:Cー 1 一 〇 ) 語 
中 | 
/ 人 使用 上 の 注意 ラベ ル 


受 材 


※1. ラ ベル を 取り 寄せ る と き は 、 ラ ベル ナン バー を ご 連絡 くだ さい 。 


ら . ラ ベル ナン バー は 、 ラ ベル の 右 下 に 記 


衣 べ れ て いま す 。 


3 3. ラ ベル ナン バー の 〇 は 改訂 ナン バー で す 。 


(ラベ ルナ ン バ ー:Cー ら 一 〇 


(ラバ リ 
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レ 


し ナン バー:Cー 1 一 〇 ) 


回 
埋 
E 


MY 


の Fre 
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EE 
HHRUI 


| 
回 | 2 | 吐 


PD 


昌幸 
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] 


1 を 守ら な い 
が 生じ る 


ここ に 記載 され て いる 注意 事 』 
と 、 死 亡 や 重大 な 事故 、 製 品 の 破 
忘れ が あり ます 。 


1. 使用 秒 件 に つい て 


( 1) だ さい 。 
強制 
ング スカ ー ト ・ エ プロ ン - マフラー など 、 昇 


人 警告 踏 全 と し て の 用 途 以 外 の 使 
いか た を し な いで くだ さい 。 


禁止 
この 製品 は 、 高 い 所 で 作業 する た め の 足 場 
と し て 作ら れ た 「 踏 台 ] で す 。 使い 方 を 誤っ 
た り 、 用 居 以 外 の 使い 方 を し ます と 、 転 倒 や 
転落 に よる 重大 な 事故 の 婚 れ が あり ます 。 


人 警告 


この 製品 は 、 本 体 表 示 ラ ベル 
で の 最大 使用 質量 の 範囲 内 
で 使用 し て くだ い 。 
強制 

体重 と 荷物 の 合計 質量 が 、 最 大 使用 質量 を 
超え る と き は 、 使 用 し な いで くだ さい 。 
また 、 荷 物 は バラ ンス が 保てる 程度 の 大 き 
さや 重 さ にし て くだ さい 。 


人 警告 踏 台 を 加工 や 改造 し な いで く 
だ さい 。 


禁止 
重大 な 事故 を 起こ す 恐 れ が あり ます 。 


へ 警告 お 子 様 や 取扱 説明 書 ・ 警 告 ラ 
ベル の 内 容 が 理解 で き な い 
人 に は 、 使 わせ な いで くだ さい 。 

禁止 

この 製品 の 取扱 説明 書 や 警告 ラベ ル に は 、 

安全 に 使用 する 上 で 特に 重要 な こと が 書か 

れ て いま す の で 、 内 容 が 理解 で き な い 人 が 

使う と 、 重 大 な 事故 に つなが る 恐れ が あり 

ます 。 


り 降り や 作業 中 に 、 製 品 に 引 つ 掛か が っ た り 、 す 
そ を 踏み つけ る 恐れ の ある 服装 で 使用 し な 
いで くだ さい 。 


履 注 意 町 りつ け て あぁ る ラベ ル が 無く 
な っ た り 、 読 め ゆめ な く な っ た 製 
品 は 使わ な いで くだ さい 。 

禁止 

必ず 、 弊 社 か ら 新 し い ラ ベル を 取り 寄せ 、 正 

し い 位 置 に 貼り 、 内 容 を 理解 し て か ら 使っ て 

くだ さい 。 

※ ラ ベル を 取り 寄せ る と き は 、 ラ ベル の ナ 

ン バ ー (2.3 ペ ー ジ を 参照 ) を ご 連絡 くだ さ 

い )。 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ きた いこ と 


條 注意 身体 が 下記 の 状態 の と き は 、 
使わ な いで くだ さい 。 


禁止 
e 疲れ て いる と き 
* 楽 や お 漂 を 飲ん だ と き 
* 病気 や 妊娠 し て いる と き 
* 身体 に 異常 を 感じ る と き 


身体 の バラ ンス が 保 て す 、 転 倒 や 転落 の 巡 


必 注 意 この 製品 を 人 に 貸す と き は 、 
取扱 説明 書 も 共に 貸し 出し て 
くだ さい 。 

強制 

取扱 説明 書 に は 、 安 全 に 使用 する 上 で 特に 

重要 な こと が 書か れ て いま す の で 、 よ く ご 

理解 の うえ 使う よう に 指導 し て くだ さい 。 


人 注意 スリ ッ バ や ナイ ロン 製 の 靴下 
な ど 、 滑 りや すい 物 は 脱い で 
くだ さい 。 

強制 


ら . ご 使用 に な る 前 に 


警告 使う 前 に は 、 必 ず 「 ご 使用 前 
の 点検 (10 ページ を 参照 ) 」 
を 行い 、 異 常 の な いこ と を 確 
強制 。 認 し て くだ さい 。 
異常 の ある と き は 、 絶 対 に 使わ な いで くだ い 。 
重大 な 事故 に つなが る 恐れ が あり ます 。 


警告 変形 し た 踏 台 を 使わ な いで く 


だ さい 。 


禁止 
この 製品 は アル ミ 製 で す 。 曲がっ た アル ミ 
材 は 曲げ 直す と 強度 が いち じ る し く 低 下 し 
ます 。 し た が っ て 、 変 形 し た 製品 を 修理 し て 
使い ます と 、 容 易 に 折れ た り 曲 が っ た り し て 、 
重大 な 事故 の 原因 に な り ま す 。 


滑り や すい 物 を は いて いま す と 、 足 を 滑ら 
せ て 転倒 や 転落 の 臣 れ が あり ます 。 


投げ た り 、 乱 暴 に 扱わ な いで 
くだ さい 。 
禁止 
乱暴 に 扱う と 、 変 形 や へ こみ ・ 破 損 の 原 攻 
な り ま す 。 


し 


24. 設置 する 場所 に つい て 


危険 設置 する と き や 持 ち 運 ぶ と き 
は 、 配 電線 や 電源 コー ド な ど 
に 引っ 掛け な いよ うに 注意 し 
強制 て くだ さい 。 
この 製品 は 電気 を 通し ます の で 、 感 電 に よ 
る 重大 な 事故 に つなが る 危険 が あり ます 。 


人 警告 踏 台 が 安定 し な い 場所 に は 、 
設置 し な いで くだ さい 。 


禁止 
設置 場所 が 下記 の 状態 で は 、 踏 台 が 傾 し 
転倒 や 転落 の れ が あり ます 。 
* や わら か い 床 (じゅ うた ん な ど ) や 地面 。 
* 段差 が めった り 、 凹 凸 が あめ っ て 安定 し な い 
場所 。 
s 踏 台 が ガタ ツク 場所 。 


ーー ン 


人 


< 傾斜 し て いる 地面 や 本 
床 、 屋 根 の 上 。 で 

・ 策 雷 し て いる 場所 。 57=AO の うき) 

・ そ の 他 、 安 定 し な ざ 
い 場 所 。 


警告 踏 台 が 滑り や すい 場所 に は 、 
設置 し な いで くだ い 。 


本 木 


設置 場所 が 下記 の 状態 で は 、 転 倒 や 転落 の 

恐れ が あり ます 。 

* 滑り や すい ビニ ー ル 製 の 床 ・ タ イル 鉄板 
の 上 。 

* 濡れ て いる 場所 。 

* 積雪 や 凍結 し て いる 場所 。 

* 砂 - ご み ・ ほ こり 落葉 な ど で 滑 りや すい ) 場 


所 クン 
・ そ の 他 、 滑 りや (で 


すい 場所 。 0 


警告 人 の 出入 口 や ドア の 前 に は 、 
設置 し な いで くだ さい 。 


禁止 
出入 りす る 人 や 開け た ドア で 、 踏 台 が 倒さ 
れ て 転倒 や 転落 の 恐れ が あり ます 。 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ きた いこ と 


條 警告 雨 の 中 や 風 の 強 い 場所 に は 、 


設置 し な いで くだ さい 。 


禁止 
濡れ た 踏 ざ ん で 滑っ た り 、 強 い 風 を 受け て 
身体 の バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 
刀 れ が あり ます 。 


警告 足元 や 周 國 が は っ きり 見 えな 
い 暗 が り に は 、 設 置 し な いで 
〇 ① くだ さい 。 
禁止 
足 を 踏み 外し た り 、 周 囲 の 危険 な 物 に 気付 
か な いこ と が 原因 で 、 転 倒 や 転落 の 妨 れ が 
あり ます 。 


人 注意 周 周 に 危険 な も の が ある 場 
所 や 、 頭 上 に 障害 物 の ある 場 


所 に は 設置 し な いで くだ さい 。 


5. 開 閉 す る と き 


ノヽ 警告 踏 全 を 完全 に 開き 、 開 き 止め 
金具 (開き 止め 装置 ) を 確実 
⑳ に ロッ ク し て くだ さい 。 
強制 
開き 止め 金具 (開き 止め 装置 ) の ロッ ク が 
不 十分 で 使う と 、 脚 が 開閉 し 、 転 倒 や 転落 の 
恐れ が あり ます 。 


注意 踏 台 を 開閉 する と き に 、 可 動 
部 や 回 転 部 な ど で 、 手 を は さ 
0⑯ まな いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


ナ が を する 直 れ が あり ます 。 
ct 
「 貞 


7. 昇 り 降 りや 作業 する と き 


6. 設 置 す る と き 
避 


人 警告 踏 台 を 高く する た め に 、 踏 台 
に バイ ブ や 木 な ど を つない だ 
り 、 台 や 箱 の 上 に 乗せ た り し 
禁止 な いで くだ さい 。 
つなぎ 目 が 折れ た り 、 台 や 逢 が 移動 し て 、 転 
倒 や 転落 の 臣 れ が あり ます 。 


/N い 警告 踏 合 を 折り た た ん だ まま 、 建 
物 に 立て 掛け た り 、 水 平 に し 
て 使わ な いで くだ さい 。 


禁止 


不安 定 な 使用 の た め 、 バ ラン ス を くず し て 、 


転倒 や 転落 の 訪れ が あり ます 。 


人 危険 天 板 の 端 に 乗っ た り 、 爪 先 立 
ちや 片足 で 立た な いで くだ さ 
い 。 

禁止 了 

バラ ンス を くず し て 、 転 倒 。/ あ < の る 

や 転落 の 危険 が あり ます 。  ( 

天 板 に 乗る と き は 、 映 体 

が 天 板 の 中 央 に な る 

よう に 乗っ て くだ さ 

イネ 


人 ダ 


人 警告 同 寺 に 2 人 以上 乗ら な いで く 
だ さい 。 


禁止 
踏 台 が 不安 定 に な 
り 、 転 倒 や 転落 の 
世 れ が あり ます 。 


警告 踏 合 を 背 に し て 、 
昇り 降り し な い 
で くだ さい 。 
禁止 
身体 が 不安 定 と な り 、 転 便 
や 転落 の 恐れ が あり ます 。 


ーー 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ きた いこ と 


人 へ 警告 踏 合 か ら 身 体 を 乗り 出さ な い 


〇 ① で くだ さい 。 
身体 を 乗り 出す と バラ ンス を 


くず し て 、 転 倒 や 転落 の 妃 れ 
が あり ます 。 


/ い 警告 身体 の 安定 が 得 ら れ な いよ う 
① な 荷物 を 持っ て 、 昇 り 降 り し 
な いで くだ さい 。 
禁止 
バラ ンス を くず し て 、 
転倒 や 転落 の 恐れ 
が あり ます 。 
その よう な 荷物 が 
ある と き は 、 補 助 者 
が 荷物 を 手渡 し て 
くだ きい 。 


警告 上 わく へ 寄り 掛か っ た り 、 片 
足 を 乗せ て 作業 し な いで くだ 
さい 。 

禁止 

身体 の バラ ンス を 

くず し て 、 転 倒 や 転 

落 の 恐れ が あり ます 。 

上 わく は 、 作 業者 の 

身体 を 安定 させ る 

も の で す 。 


警告 天 板 の 上 で 移動 し な いで く 


〇 ① だ さい 。 


禁止 
移動 する と バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転 
落 の 妨 れ が あり ます 。 


人 警告 使用 中 、 踏 合 の 上 で 壁 や 物 を 
無理 に 押し た り 、 引 いた り し 
な いで くだ さい 。 
禁止 
理 に 押し た り 、 
引い た りす る と 、 
反動 で 踏 台 が 不 
安定 に な り 、 転 
較 や 転落 の 懲 れ 
が あり ます 。 


/N 警 告 っ の 路 台 の 間 に 板 を か け て 、 
足場 な ど に 使わ な いで くだ さい 。 


林 上 
踏 ざ ん な ど が 破損 | 
し た り 、 踏 台 が 不安 
定 に な っ て 転倒 や 
転落 の 妨 れ が あり レー 
ます 。 


ニー いこ ご 


注意 踏 台 は 慎重 に 昇り 降り し 、 飛 
び 乗 りや 飛び 降り は 、 し な い 
で くだ さい 。 
禁止 
傷害 事故 の 恐れ が あり ます 。 昇り 降り は 、 最 
下段 の 踏 ざ ん まで 使っ て 慎重 に 行っ て くだ 
寺 M。 


ご 使用 前 の 点検 


踏 合 を お 使い に な る 前 に は 、 下 記 の 点検 を 


行い 、 異 常 の な いこ と を 確認 し て くだ さい 。 


また 、 異 常に 対し て 処置 の で きる も の は 、 正 
し い 処 置 を し た 後に 使用 し て くだ さい 。 


1. 目 で 見 て 、 下 記 の 点検 を し て くだ 
さい 。 


⑯ 天 板 や 踏 ざ ご ん に グリ ー ス : 油 ・ 泥 ・ 雪 ・ 水 ・ 
ペン キ な ど 、 滑 りや すい も の が 付い て い 
な いか が 確認 し 、 付 いて いる 場合 は きれ い 
に 拭き 取っ て くだ さい 。 

(14 ペ ー ジ 参照 ) 

@ 支柱 に 曲がり ・ ね じ れ ・ へ こみ が あり ませ 
ん か 。 ある 場合 は 、 
絶対 に 使わ な い 
で 廃棄 し て くだ 


Pa3 e ぃ 
で し 曲がり 


@ 踏 ざ ご ん に 曲がり - へ こみ が あり ませ ん か 。 
ある 場合 は 、 絶 対 /」 
に 使わ な いで 廃 
棄 し て くだ さい 。 


@ 各 部 の 接合 部 に 割れ や いち じ る し い 腐 食 
が あり ませ ん か 。 また 、 取 り 付 け 部 品 の 破 

損 ・ 脱 落 ・ 変 形 ・ 摩 耗 ・ い ち じ る し い 腐 食 が 
あり ませ ん か 。 ある 場合 は 、 絶 対 に 使わ 
な いで 廃棄 し て くだ さい 。 

リベット ね じ ・ ピ ン な どの ゆる みや 抜け 
落ち が あり ませ ん か 。 ある 場合 は 、 絶 対 に 
使わ な いで 廃棄 し て くだ さい 。 


ーー 


@ 滑り 止め キャ ッ プ ( 支 柱 端 具 ) が 外れ た り 、 
すり 減っ たり し て いま せん か 。 外 れ た だ た り 、 


すり 減 つ たり し て いる 場合 は 、 絶 対 に 使わ 
な いで くだ さい 。 必 ず 弊 社 ま で ご 相談 い 
た だ き 、 新 し い 滑り 止め キャ ッ プ (支柱 端 
具 ) と 交換 し て くだ さい 。 


ら . 下 記 の 箇所 を 触っ て 点検 を し て く 
だ さい 。 


⑯ 天 板 お よび 各 段 の 踏 ざ で ん を ね じ っ て みて 、 


ガタ ツキ が な い 
か 点検 し て くだ さ 
い 。 ガ タツ キ が お あ 
る 場合 は 、 絶 対 に 
使わ な いで 廃棄 / 
し た くだ き 。 


93. 支柱 を 開閉 し て 、 下 記 の 点検 を 
し て くだ さい 。 


⑩ スム ー ズ に 開閉 で きま すか 。 スム ー ズ に 
開閉 で き な い と き は 、 左 右 の ヒン ジ ( 回 転 
金具 ) に 泥 や セ メ 基 

ト ・ ご み の 噛 み 人 

み が な いか 点 ズ 

し 、 あ れ は 取り 壮 

いて くだ さい 。 全 対 | 


@ 開き 止め 金具 (開き 止め 装置 ) は 確実 に 
ロッ ク で きま すか 。 確 実に ロッ ク で き な い 
場合 は 、 絶 対 に 使わ な いで 廃棄 し て くだ 
さい 。 


@ 左右 の ヒン ジ (回 転 金具 ) の ゆる みや ガ 
タツ キ が あり ませ ん か 。 ガタ ツキ が ある 
場合 は 、 ヒ ンジ (回 転 金具 ) の ゆる みや 外 
れ が 考え られ ます の で 、 絶 対 に 使わ な い 
で 廃棄 し て くだ さい 。 


芝 放 記 ざ 


貴 台 の 使い か た 


1 


1. 設置 場所 に つい て | 2 開閉 の し か た 
平坦 で 安定 し た 場所 、 滑 ひ り に くい 場所 、 ま 警告 


た 踏 馬 が 埋もれ な い 場 所 を 選ん で 設置 
し て くだ さい 。 

* 雨 や 水 の か か ら な い 場 所 、 強 い 風 を 受け 
な い 場 所 に 設置 し て くだ さい 。 


e 路 合 の 周囲 に 危険 な 物 が な く 、 バ ラン ス 
の 良い 作業 姿勢 で 使え る 位置 に 設置 し 
て くだ さい 3。 

設置 後 は 、 踏 台 に ガタ ツキ が な いか が 確認 し 、 
ある 場合 は 、 踏 台 の 位置 を 移動 し て ガタ 
ツキ な ど を 取り 除い て くだ さい 。 


ー 


e 踏 台 の 周囲 
に ある 危険 
な 物 は 取り 
除く 


e 平坦 で 安定 し た 場所 


e 滑り に くい 場所 
e 踏 台 が 埋もれ な い 場 所 
e 雨 や 水 の か が かからない 場所 


開閉 は 、 慎 重 に ゆっ くり 行っ て く 

だ さい 。 乱暴 に し ます と 、 可 動 
強制 部 や 回 転 部 な ど で 手 を は さん だ り 、 

変形 や 破損 の 原因 に な り ま す 。 


注意 


中 


閉じ る と き は 、 開 き 止 め 金具 ( ロ 
ッ ク 金 具 ・ 開 き 止め 装置 ) の ロッ 

強制 ク を 確実 に 解除 し て くだ さい 。 
解除 せ ず に 折り た た お むと 、 変 形 
や 破損 の 原因 に な り ま す 。 


ぐ 両 面 式 踏 台 の 場合 > 
⑩ 中 合 を 開く と き は 、 
踏 ざ ん を 図 の よう 
に 両手 で 持ち 、 左 
右 に 開い て くだ さ 
し) 


@ 次 に 、 開 き 止 
め 人 金具 を 上 
か ら 押 さえ て 、 
確実 に ロッ ク 
し て くだ さい 。 


@ 踏 台 を 閉じ る と き は 、 開 き 止め 金具 を 上 
に あげ て 解除 し 、 踏 ざん を 両手 で 持ち 、 ゆ 
っ くり 折り た た ん で くだ さい 。 


※ 指 を は さま な いよ うに 、 ご 注意 下さ い 。 


く 片 面 式 踏 台 の 場合 > 


⑩ 踏 合 を 開く と き は 、 
前 支柱 と 後 支柱 を 
図 の よう に 両手 で 

持ち 上 げ 。 却 右 に 

開い て くだ さい 。 


0 


@ 次 に 、 天 板 を 上 か ら 押 さえ 水平 に し て 、 受 


材 に 確実 に 掛け て くだ さい 。 


@ 踏 合 を 閉じ る と き は 、 図 の よう 
に 天 板 の 後 側 を つか み 、 ゆ っ 
くり 持ち 上 げ て た た ん で く 
だ さい 。 


1 
ロ 


ゆっ くり 
持ち 上 げ る 


踏 台 を 開く と き は 、 
上 わく と 後 支柱 を 
図 の よう に 持ち 、 
上 わく 側 の 支柱 を 
垂直 に 立て て 、 後 
支柱 を 開い て くだ 」 
さい 。 


@ 次 に 、 開 き 止 め 
金具 を 上 か ら 押 | 上 か ら 押 さえ て 
さえ て 、 確 実に ん 7 


ロッ ク し て くだ 


さい 。 
開き 止め 金具 


@ 踏 台 を 閉じ る と き は 、 開 き 止め 金具 を 上 
に あげ て 解除 し 、 上 わく と 後 支柱 を 持ち 、 
ゆっ くり 折り た た ん で くだ さい 。 


1 ら 


踏 台 の 使い か た 


3. 昇 りか た ・ 降 りか た ・ 
作業 の し か た 


* 昇る 前 に 、 必 ず 開 き 止め 金具 (開き 止め 
装置 ) が 確実 に ロッ ク さ れ て いる こと を 
確認 し て くだ さ し 

s 室内 で は 素足 、 屋 外 で は 運動 靴 な ど 滑 り 
に くい は き 物 を は いて くだ さい 。 

es 身体 の 前 面 を 踏 台 の 昇降 面 に 向け て 、 慎 
重 に 昇り 降り し て くだ さい 。 

e 降り る と き は 、 飛 び 降 り ず に 1 段 ず つ 踏 ざ 
ん に 足 を 掛け 、 最 下段 の 踏 ご ん まで 使っ 
て 慎重 に 降り て くだ さい 。 

s 天 板 の 上 で 作業 する と き は 、 身 体 が 踏 台 
か ら 乗 り 出 さ な い よう に し て くだ さい 、。 


* 天 板 に 乗る と き は 、 身 体 が 天 板 の 中 央 に 
くる 位置 に 乗っ て くだ さい 。 


ン 


o 


正しい 使い か た 


* 踏 ざ ん に 乗る と き は 、 図 の よう に 中 を 掛 
け て くだ さい 。 

* 踏 台 を 移動 する と き は 、 踏 台 か ら 降 り て 
移動 し て くだ さい 。 


悪い 使い か た 


X 


ゆ つ くり 慎重 に 
昇り 降り する 


素足 また は 、 
滑り に くい 
は き 物 を 使 


右 図 の よう に 、 足 
く 開い て 、 天 板 に 乗る 


正しい 足 の 掛け か た 悪い 足 の 掛け か た 


ーー 
使用 後 の お 手入れ と 保管 の し か た 


する 


1. お 手入れ の し か が た 
踏 合 に と っ て 泥 ・ 汚 水 ・ セ メン ト 石灰: 海 
水 は 大 敵 で す 。 いつ も きれ い に し て お い 
て くだ さい 。 

ぐ 掃 除 の し か た > 

⑯ 汚れ は 、 濡 れ ぞ うき ん な ど ご でき れい に 拭 

きき 取 っ て くだ さい 。 


@ 汚れ が いち じ る し い 場 合 は 、 水 洗い し た 後 、 


乾い た 布 で 拭い て くだ さい 。 
@ 油 系 の 汚れ は クリ ー ナ ー や 洗剤 で 落と し 


た 後 、 ク リー ナー や 洗剤 が 残ら な いよ うに 、 


きれ い に 拭 き 取 っ て くだ さい 。 


注意 

注 明 

クリ ー ナ ー や 洗剤 を 付け た まま に し て いま 
す と 腐食 の 原因 に な り ま す 。 


ら . 保管 の し か た 

⑩ 雨 や 直射 日 光 の 当たら な い 、 風 通し の 務 
い 乾 燥 し た 場所 を 選ん で 保管 し て くだ さ 
い 。 雨 や 直射 日 光 が 当 る と 、 各 部 の 秦 食 
や 劣化 に より 、 強 度 低 下 の 原 因 に な り ま す 。 

@ 本 製品 が 濡れ て る と き は 、 十 分 に 乾燥 さ 


せ て か ら 保管 し て くだ さい 。 
候 注 意 


* 保管 中 は 、 本 製品 の 上 に 物 を 置か な いで 
くだ さい 。 変形 の 原因 に な り ま す 。 

* 農薬 や セメント ・ 石 灰 の 近く に 本 製品 を 
置き ます と 、 化 学 反 応 を 起こ し て 腐食 の 
原因 に な り ま す の で 、 絶 対 に 置か な いで 


くだ さい 。|| 
人 
OO て の 


「 故 障 か な ?」 と 思っ た ら (不調 診断 ) 


く 現象 > * 使っ た と き に 、 グ ラグ ラ す る 。 
点検 する 箇所 


処置 の し か た 


支柱 と 踏 ざ ん の 接合 部 に 、 ゆ る みや ガタ ツキ 
が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


支柱 と ヒン ジ (回 転 金具 ) の 接合 部 に ゆる み 
や ガタ ツキ が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 、。 


